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から５名の奉仕者が選ばれました。
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決算の詳しい内容は、「広報ひらいずみ10月号」をご覧ください。

執行された主な新規事業

平泉町のふるさと納税推移
令 和 元 年 度 1,183万円
令 和 ２ 年 度 514万円
令 和 ３ 年 度 976万円
令 和 ４ 年 度 2,394万円
令 和 ５ 年 度 3,634万円
令和６年度は
9,815万円

監査委員の意見 ⑴時間外勤務について
　高い水準のまま推移し、健康障害リスクが懸念される。職場
内全体の問題として捉え、業務配分の見直し、情報の共有化を
一層図り、適切な業務管理に努めること。

⑵業務マニュアルの整備
　担当者の異動時の業務内容及び書類管理等の引き継ぎが不十分
であったことや、確認不足による事務処理ミスが見受けられた。
業務内容やそのプロセスを“見える化”することにより、業務
の効率化が図られることから、引き続き業務マニュアルの整備
について取り組むべきである。

⑶持続可能な財政運営
　経常収支比率は96.6%となり、前年度と比較して1.2ポイ
ントの増となった。今後の事業、施策の展開に当たっては、�
投資効果を十分に見極め健全な財政運営の維持に努めること。

ここに注目
財政調整基金（貯金） 年度間の財源の変動に備えて積み立ている基金。大規模災害

の発生や、大幅な税収減などがある年度に取り崩しを行う。

令和５年度から2,374万円減額
令和６年度末残高
10億8,866万円

地方債（借金） 町が公共施設整備などに必要な資金を、国や金融機関から調達する。

令和５年度から１億5,445万円減額
令和６年度末残高
48億2,104万円
実質公債費比率 借金返済の割合。数値が高いほど他に充てるお金が必要になる。

令和６年度
10.40%

令和５年度から
0.1ポイント向上

令和５年度決算
県内では19町村中

8番目、
33市町村中
15番目に高い

将来負担比率 将来負担する借金返済の割合。数値が高いほど他の財源に充てるお金が
必要になる。

令和６年度
72.70%

令和５年度から
3.0ポイント向上

令和５年度決算
県内では19町村中

2番目、
33市町村中
4番目に高い

⚫防災マップ作成事業･････････ 303万円
⚫電子黒板導入事業･････････ 1,101万円
⚫旧町立図書館解体事業･････ 1,976万円
⚫都市計画マスタープラン見直し事業
　　　　　　　　　･･･････････ 570万円
⚫長島球場スコアボード改修事業
　　　　　　　　　･････････ 4,417万円

歳出
令和６年度
51.2億円

令和５年度
48.5億円

4.2
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6.6億円7.6億円 12.0億円 4.7

億円
4.5
億円
5.1
億円

3.4
億円

総務費 民生費 衛生費 土木費農林水
産業費 教育費 公債費 その他

歳入
令和６年度
53.0億円

令和５年度
50.5億円

5.5億円 22.9億円 2.7
億円

8.1億円 6.7億円 4.0
億円

3.1
億円

5.0億円 22.4億円 2.3
億円

8.5億円 6.0億円 3.3
億円
3.0
億円

町税 その他 県支出金 国庫支出金 地方交付税 町債
（借金） 　その他

自主財源 依存財源

80

85

90

95

100

120

140
町債残高 １人当たり町債残高
町全体の借金の推移

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

85.6 86.7 86.1

92.8
91.3

88.4 87.2

112.8
116.9

118.0

130.2 131.5 130.4 131.4

億円 万円

寄付

町民町民のの声声

施設の活用を
長島球場のスコアボード改修
事業により、電光掲示板が設
置され、得点表示が見やすく、
ホームラン時の映像演出も可
能となりました。お盆恒例の
野球大会や学童・中学大会も
大いに盛り上がり、減少する
野球人口の中で球場の新たな
活用が期待されます。

石
いし

神
がみ

　正
まさ

和
かず

さん（平泉字倉町）

青木町長に意見書を提出する
鈴木清三監査委員、千葉多嘉男監査委員

ためにために
令和６年度　一般会計　歳入53億306万円令和６年度　一般会計　歳入53億306万円 歳出51億1,620万円歳出51億1,620万円（1億8,686万円繰越）（1億8,686万円繰越）

町民の信頼に応える町民の信頼に応える −−決算審査の決算審査の
取り組み取り組み−−

※都市計画マスタープランとは…�町の将来の姿を考え、それに向けた施策や整備を
どのように進めていくかを示す基本方針。 23 ひらいずみ議会だより 第189号 ひらいずみ議会だより 第189号



　健康福祉交流館（悠久の湯）は一般会計から毎年多額の繰入れが行われ、町財政を�　健康福祉交流館（悠久の湯）は一般会計から毎年多額の繰入れが行われ、町財政を�
ひっ迫させています。これまでの定例会でも多くの議員がこの課題に触れ、今後の�ひっ迫させています。これまでの定例会でも多くの議員がこの課題に触れ、今後の�
見通しが注目されます。見通しが注目されます。

憩いの場憩いの場のの行方は行方は
−−運営体制に運営体制にメスメスをを−−

悠久の湯存続のために−議論に具体性を−
早めのアクションを
問 健康福祉交流館が町民にとって大事な憩いの場であるのなら、なおの事、経営改善に向け

た具体的な行動を起こすべきではないか。

答 庁舎内では検討チームも作り、条例を改正し、料金の見直しを行ったところでもある。独
立行政法人化の話も含めながら、今後は、当事者とも多角的に議論を進めていきたいと考

えている。

国の制度の活用を
問 総務省は地方自治体の要請に応じ、無償でアドバイザーを派遣する事業を展開している。

活用してはどうか。

答 町としても国へ確認し、経営改革の観点からアドバイザーの派遣が可能かどうか相談しな
がら進めていきたいと考える。
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注目注目のの議案審査議案審査
　今議会も町民の安全や暮らしに直結する議案・補正予算については深い議論が交わさ
れました。今後も議会として、特に町民の生活に直結するものには注視していきます。

移行で何が変わる？－認定こども園設置条例－
平保・長保ともに保育所型へ
問 認定こども園を保育所型に選んだ経緯は。

答 基本的にどの類型も同じような教育・保育の要領に基づいて
行われるため、職員の免許資格要件が他の類型よりも緩和さ

れているため保育所型を選んだ。また、保育所型は、会計年度職員を
含めた職員の配置も柔軟に対応できることも理由として挙げられる。

移行による変更点は
問 認定こども園への移行で、スクールバスが廃止されると聞い

たが、他にどのような点が変更されるのか。

答 まず、スクールバスの利用者は現状数名であり、近隣市町村
の認定こども園においても運行はしていないのが現状である

ため、廃止に至った。保育時間については、一時預かりを18時半ま
でと設定した。

未満児の受け入れ体制は
問 未満児を受け入れるスペースが、現状ではかなり狭いと見受

けられる。認定こども園に移行することで改善はされるのか。

答 現在、未満児の受け入れ要望が増加傾向であるが、新たなス
ペースを拡充していくのではなく、既存施設を有効活用していきたいと考えている。当然、

未満児の受け入れ体制だけではなく、全体的な教育・保育環境の向上も図っていきたい。

増える鳥獣被害－緊急銃猟制の議論を－
保険の概要は
問 緊急銃猟保険はどのような状況を想定した保険であるか。

答 銃猟を行った際に建物等に銃弾が当たってしまった場合の保証になる保険である。今後�
研修会等で周知を図っていく。

制度の周知を
問 県は緊急銃猟制の導入にあたり、対応マニュアルを決定し、市町村長の要請した場合、そ

の説明に応じるとしている。今後、当町が運用マニュアルを作成する中で、制度理解を深
めるためにも特にハンターを対象とした制度の勉強・研修会を開催していくべきではないか。

答 制度運用の中で最も重要なものは、対応する方々の安全確保と制度に対する共通認識で�
あると考える。当然、ハンターに向けた研修会や実地訓練は行っていきたい。

P i c k
u p

町
民
町
民
のの
声声

より良い環境を
認定こども園への移行はニー
ズに応えながら既存の設備
がより有効に活かされる点
でも良いと思う。平泉には
子どもへの温かい眼差しや
のびのび育つ環境があり、
子育てや様々な関わりを通し
て親にも深い学びがある。

佐
さ

藤
とう

　明
あけ

美
み

さん
（平泉字花立）
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決算審査意見（概要）
−議員の視点から総括−

•不納欠損と収入未済を改善し、町税の収納率向上を。
•農業は従事者の意向を反映した政策立案を。
•地域の子育て環境、心の教育にもICTの有効活用を。
•下水道事業会計は地方公営企業法に従った適正な事務執行を。
•健康福祉交流館は人件費の抑制に努め、サービス向上を目指し健全経営を。

　決算審査特別委員会を開催し、令和６年度の決算を
集中審議しました。すべての会計決算について、審査
意見を付して、認定すべきものと決定しました。

　指定管理者制度の導入を模索し、それが
結実しなかった要因は人件費構造ではない
か、町はどのように考えている
のか。
�　人件費の課題も含め、サー
ビス向上、観光客の受け入れ
の点で相手先との間に明確な
結論を得られなかった
ことが要因である。

問

答

悠久の湯の課題の根源を明らかに

　長島FUTABAグリーンスタジアムの利用
者が増えているが、周辺環境整備は行き届
いているのか。
�　これまで十分な管理はされ
てこなかった。今後は桜の保
全も含め、維持管理に努めて
いきたい。

問

答

利用者のための環境整備を

　平泉に多様に関わる人々は地域づくりの担い
手として期待される。ふるさと住民票により�
高い付加価値を設定してはどうか。
�　これまでは広報の郵送に留
めていたが、今年度から町民
温泉の優待券の配布も行って
いる。さらなる付加価値の
検討を進めつつ、関係
人口をより創出してい
きたい。

問

答

関係人口の拡大へ尽力を

　平泉町立図書館が解体され、現在は駐車
場となっているが、今後の活用方針などは
考えているのか。
�　現在は暫定的に駐車場とし
て活用しているが、立地の
優位性もあることから、今後
は町民や民間業者の意見を聞
きながら活用方法を決定
していきたい。

問

答

遊休地の活用を

　実質賃金はマイナス、物価高騰が生活を
圧迫する中、子供の国保税は免除にすべき
ではないか。
�　未就学児の均等割の免除が
あり、医療費の助成もある。
引き続き、現行の制度の中で
運営を考えていく。

問

答

子供の国保税は免除に

　ウォーキングトレイルが破損し、危険な
状況である。観光客と町民が安心して利用
できる環境を整えるべきではな
いか。
�　活用できる補助事業の有無
を調査し、整備していきたい。

問

答

観光客の受け入れ態勢整備を
　町単独事業の小規模基盤整備事業で、申
請条件の認定農業者以外は受益戸数２戸以
上というのは、農地状況に制限
がある場合においては困難と
思われるが。
�　過去の利用実績も少ないこ
とから、障害となっている
内容等を見直すなど、
今後検討していきた
いと考えている。

問

答

有効活用した事業展開を

　学校でのタブレット端末による不登校児
に対する活用は。
�　別室登校をされている児童
生徒に対しては、タブレット
端末を利用したオンライン授
業を行っている。不登校児対
応としては、学習交流施設
エピカにおいて週３回�
適応支援教室を開所し
ている。

問

答

学校教育でのタブレット端末の利活用は

　下水道事業の会計処理で補助金が予算
額を超えて営業外収益に計上されていた。�
地方公営企業法の確認と議決の
趣旨をどう捉えているか。
�　補正予算編成時の会計処理
と補正予算の整合確認が不十
分であった。今後はチェック
体制強化と適正な事務処
理に取り組む。

問

答

議会の議決の趣旨を問う

検証！町の執行事業検証！町の執行事業

髙橋 伸二髙橋 伸二 委員 委員

升沢 博子升沢 博子 委員 委員

真篭 光幸真篭 光幸 委員 委員

氷室 裕史氷室 裕史 委員 委員

阿部 圭二阿部 圭二 委員 委員大友 仁子大友 仁子 委員 委員

小埜寺 享小埜寺 享 委員 委員

千葉 勝男千葉 勝男 委員 委員

三枚山 光裕三枚山 光裕 委員 委員

副委員長
大友　仁子

決算審査特別委員長
佐藤　孝悟

早期の対応を望む
西行桜の森ルートは手入れ
が行き届いているのに対し、
中尊寺・毛越ルートは木道
が腐朽して危険な状態です。
町内外の方が平泉の自然を
楽しめる素晴らしいコース
ですので、クマ対策ととも
に早期の対応が望まれます。

千
ち

葉
ば

　敬
のり

道
みち

さん
（平泉字新井田）

町民町民のの声声

「町の駅」にしてはどうか
旧図書館跡地は町の人や観
光客も立ち寄れる「町の駅」
にしてはどうでしょうか。
子どもの遊び場と駄菓子屋、
地元の野菜を置いて高齢者
のおしゃべりの場にも。町民
誰でもが集まれる場所にして
欲しいです。

加
か

藤
とう

　弘
ひろ

之
ゆき

さん
（平泉字志羅山）

町民町民のの声声

※�決算審査特別委員会は、髙橋拓生議長、千葉多嘉男
議選監査委員を除いた全議員で構成しています。

※決算審査とは…�決算審査とは議会が行う予算の使われ方を確認する作業で、
次年度の予算編成にもつながる重要な審査である。

※決算審査意見とは…�議員が審査した決算事項への意見、指摘事項を指し、
この決算審査意見は町長に提出される。 67 ひらいずみ議会だより 第189号 ひらいずみ議会だより 第189号
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皆様からの請願を審査しました

参考人から一言
岩手県教職員組合県南支部

書記長　佐藤　智也さん
今回、このような機会をいただき、
教育現場の実態を議員の皆様に
お伝えすることができたことに
感謝申し上げます。議員の皆様
から様々な質問をいただいたこと
により、請願内容を詳細に補足�
しつつ、具体的に内容を掘り�
下げ、多角的に説明することが
できました。

カリキュラム・オーバーロードの早期改善を求める請願
※カリキュラム・オーバーロードとは…学習内容や授業数が過多になっている状況を指す。

お互いの主張のぶつかり合いお互いの主張のぶつかり合い
反対です 討論 賛成です

真篭　光幸 議員
　請願の３つの願意は現在公表された次期
学習指導要領の素案で一定程度反映されて
いる。内容が確定する前に請願を採択する
のは拙速である。また、専門的知見を持ち
合わせていない分野もあるため継続審査が
妥当であると考え、反対します。

氷室　裕史 議員
　学習内容の精選は安易なものではなく、
学力低下にはつながらないと考えられる。
教員の過酷な勤務実態を踏まえ、早期に改善
すべきである。

小埜寺　享 議員
　現行の指導要領は以前より約1.5倍、教科
書も総項数で約1.8倍まで増加している。
全国で不登校の児童生徒数が35万人を超え
ており、早急に授業形態や適切な授業時間
の設定などの対策が必要である。

国へ意見書を提出しました。

参考人制度とは？
　請願審査に際し、常任委員会では参考人制度を活
用しました。参考人制度の活用には以下のメリット
があると考えられます。
•実情把握（具体的理解へのつながり）
•専門的知見の導入（情報の補完）
•公正かつ客観的審査の促進（多用な視点の導入）

　この試みは平泉町議会の常任委員会としては初め
ての事です。今回、参考人からは貴重な現場の声、
実情などを細かく聞くことができました。

議案内容と審議結果　賛否のあった議案以外は全員賛成で可決しています。

賛否の公表 � 賛否のあった議題
議員名

議　案

小
埜
寺　
享

千
葉
多
嘉
男

大
友　
仁
子

氷
室　
裕
史

阿
部　
圭
二

三
枚
山
光
裕

真
篭　
光
幸

髙
橋　
伸
二

佐
藤　
孝
悟

千
葉　
勝
男

升
沢　
博
子

髙
橋　
拓
生

賛

成

反

対

採
決
結
果

請願第２号　�「カリキュラム・オーバーロード」
の改善を求める意見書採択の請願 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 − 10 1 可決

発議第８号　�「カリキュラム・オーバーロード」
の改善を求める意見書の提出について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 − 10 1 可決

※採決に議長は参加していません。

議会定例会９月会議（９月８日～18日）
議案及び内容 議決結果

報告
健全化判断比率及び資金不足比率の報告

令和６年度決算認定
一般会計、特別会計（４会計）、下水道事業会計、水道事業会計 認定

条例案件
職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例等の一部を改正する条例 可決

平泉町立体育館設置条例等の一部を改正する条例（町内社会体育施設の使用料の改正） 可決

平泉町立学校施設の開放に関する条例（学校施設の使用料の設定） 可決

平泉町立認定こども園設置条例（町立保育所及び町立幼稚園を認定こども園に移行する設置条例） 可決

事件案件
令和６年度平泉町水道事業会計未処分利益剰余金の処分（未処分利益剰余金2,339万7,807円の処分） 可決

令和７年度補正予算
一般会計（第４号）（財政調整基金積立金9,159万円、航空写真撮影及びデジタルオルソ画像作成業務委託料
627万円、定額減税補足給付金（不足額給付）800万円、地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金1,540万円、
畑地化促進事業費補助金234万円、Ｊアラート専用受信機整備工事費647万円など１億9,712万2,000円の増）

可決

令和７年度平泉町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）（前年度繰越金など3,573万円の増） 可決

令和７年度平泉町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
（後期高齢者医療システム改修委託料など226万4,000円の増） 可決

令和７年度平泉町健康福祉交流館特別会計補正予算（第１号）（燃料費など271万8,000円の増） 可決

令和７年度平泉町町営駐車場特別会計補正予算（第１号）（前年度繰越金など1,020万5,000円の増） 可決

人事案件
固定資産評価審査委員の選任同意　千葉　昭夫さん（再任） 同意

平泉町職員懲戒審査委員の選任同意　佐藤　敏雄さん（再任） 同意

平泉町職員懲戒審査委員の選任同意　小室　光子さん（再任） 同意

平泉町職員懲戒審査委員の選任同意　佐々木　元さん（新任） 同意

教育委員の任命同意　三浦　英子さん（再任） 同意

議員発議
議員による県外研修視察（愛知県幸田町） 可決

「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意見書の提出
（衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣へ提出） 可決

議会定例会７月会議（７月15日）
議案及び内容 議決結果

条例案件
平泉町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の�
利用等に関する条例の一部を改正する条例 可決

令和７年度補正予算
一般会計（第３号）（生活困窮者エアコン購入費等補助金320万円、物価高騰対応農業用省エネ機器等整備支援事
業補助金600万円など931万6,000円の増） 可決

採択

※請願審査とは…住民が提出した請願を町議会が審査することを言う。 89 ひらいずみ議会だより 第189号 ひらいずみ議会だより 第189号



一　般　質　問

※�各議員の質問ページの氏名隣りの
ＱＲコードから、個人の質問の
内容がご覧になれます。

　議員自身の考え、町民の生の声、
町の施策などを執行者に質

ただ

します。
　今回は７人の議員が登壇しました。

P11 大友　仁子議員
①高齢者福祉の充実
②災害時の女性防災担当職員

P11 千葉　多嘉男議員
①障がい者福祉支援

P12 小埜寺　享議員
①地域農業

P12 髙橋　伸二議員
①�防災重点農業用ため池の管理及び保全施策
と課題

P13 真篭　光幸議員
①農機具マッチング事業
②クマ被害への対策
③水泳の実技授業の課題

P13 阿部　圭二議員
①帯状疱疹ワクチンの接種補助
②コミュニティバス
③特産品等の開発
④生活困窮者エアコン購入費等補助事業

P14 三枚山　光裕議員
①共生社会の実現
②町営駐車場の施設・設備の管理
③平泉ウォーキングトレイルの補修・整備

問
　

町
が
軸
と
な

り
、
小
中
学
校
の

児
童
・
生
徒
、
自
治
会
等

と
連
携
し
て
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
展

開
や
、
新
し
い
認
知
症
観

の
定
着
へ
の
取
り
組
み
は
。

町
長
　
小
中
学
校
や

各
地
区
・
団
体

な
ど
を
対
象
と
し
た
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
開
催
し
て
い
る
。
新
た

に
、
夏
休
み
期
間
を
利
用

し
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

児
童
等
を
対
象
に
開
催

し
、
取
り
組
み
の
工
夫
を

図
っ
て
い
る
。

問
　
認
知
症
の
本
人

や
家
族
等
が
同
じ

経
験
を
し
た
方
々
と
の
情

報
共
有
や
様
々
な
ア
ド
バ

イ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

な
認
知
症
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

環
境
の
整
備
も
重
要
で
は

な
い
か
。

町
長
　
情
報
交
換
を

す
る
場
と
し

て
、
ほ
ほ
え
み
カ
フ
ェ
を

毎
月
開
催
し
て
い
る
。
さ

ら
に
新
し
い
認
知
症
観
の

普
及
に
努
め
る
。

問
　
障
が
い
者
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る

際
に
、
利
用
サ
ー
ビ
ス
が

複
雑
で
利
用
方
法
が
わ
か

り
づ
ら
い
と
の
意
見
が
あ

る
。
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や

利
用
方
法
に
つ
い
て
周
知

の
徹
底
が
必
要
で
は
な
い

か
。町

長
　

町
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
、
関
係
機
関
等

へ
の
町
障
が
い
者
保
健
福

祉
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
配
布
、
啓
発
事
業
で

あ
る
コ
コ
ロ
フ
ェ
ス
タ
の

場
を
活
用
す
る
な
ど
し

て
、
引
き
続
き
理
解
促
進

を
図
る
。

問
　
利
用
者
負
担
に

つ
い
て
、
利
用
者

と
そ
の
家
族
の
経
済
支
援

の
観
点
か
ら
も
、
負
担
額

を
な
し
と
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

保
健
セ
ン
タ
ー

所

長
　
対
象
者
の

所
得
に
応
じ

て
定
め
ら
れ
た
負
担
上
限

月
額
と
な
っ
て
お
り
、
負

担
額
を
一
律
に
な
し
と
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

総合計画６つの基本目標
１．協働のまち
1-1 子どもの教育の充実 真篭

２．福祉の充実
2-2 地域福祉の充実 阿部
2-3 高齢者福祉 大友
2-4 障がい者（児）福祉の充実 千葉（多）
2-5 保健・医療の充実 阿部

３．観光と産業
3-1 農業の振興 小埜寺・真篭
3-2 農山村環境の保全 真篭
3-3 観光の振興 三枚山
3-4 商工業の振興 阿部

４．防災と交通
4-2 地域防災力の強化 大友・髙橋（伸）

５．環境と調和
5-2 公園の整備 三枚山
5-3 地域公共交通の充実 阿部

その他
・共生社会の実現 三枚山

※認知症になっても自分らしく希望を持って生活出来るという考え方

千
ち

葉
ば

多
た

嘉
か

男
お

 議員

大
おお

友
とも

　仁
さと

子
こ

 議員

全文はこちらから

全文はこちらから

議員の
ひとりごと

障がいの有無によって分け
隔てられることなく、全て
の町民が安心して暮らせる
まちを目指して参ります。

高齢者が住み良いまちづくりに
議員の
ひとりごと

平泉町の高齢化率は、
42.37％で県南７市町のうち
２番目となった。町を活性
化させる施策に期待する。

親身になった窓口対応を

一
般
質
問
で
町
の
考
え
を
問
う

ここがここが
聞聞きたい！きたい！

サービスの周知徹底を
答理解促進を図っていく

高齢者福祉の充実は
答新しい認知症観の普及に努める

一般質問一般質問とと
総合計画総合計画

町ホームページで見られます ▼

【第６次平泉町総合計画】

　平泉町は総合計画に基づき、町長が施策を推進
しています。６つの基本目標に大別された分野別
の課題や進捗状況、政策について議員が町長等に
質すのが一般質問です。各議員が総合計画におけ
るどの分野について質問しているのかを可視化し
ました。
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一　般　質　問 一　般　質　問

問
　
各
地
区
で
策
定

し
た
地
域
計
画
の

結
果
に
お
い
て
、
地
域
農

業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
か
ら

の
１０
年
間
、
課
題
や
取
り

組
み
等
に
つ
い
て
何
も
変

化
が
無
い
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
る
が
、
こ
の
課
題
や

取
り
組
み
に
対
し
、
町
と

し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
関

わ
る
の
か
。

町
長
　
多
面
的
機
能

や
中
山
間
地
域

等
の
支
払
制
度
、
就
農
支

援
や
農
業
機
械
支
援
補
助

金
の
活
用
を
図
る
。ま
た
、

県
や
Ｊ
Ａ
な
ど
の
関
係
機

関
と
連
携
し
、
新
規
就
農

者
の
確
保
を
含
め
地
域
農

業
の
維
持
に
努
め
る
。

問
　
国
は
、
８
月
に

行
わ
れ
た
米
の
安

定
供
給
等
実
現
閣
僚
会
議

で
、
米
の
増
産
や
農
地
の

大
規
模
化
等
に
取
り
組
む

こ
と
を
明
言
し
た
が
、
町

と
し
て
の
対
応
は
。

町
長
　
令
和
９
年
か

ら
抜
本
的
に
見

直
す
こ
と
と
し
て
い
る

が
、国
の
動
向
を
注
視
し
、

一
関
地
方
農
業
再
生
協
議

会
の
中
で
関
係
機
関
と
連

携
し
て
対
応
す
る
。

問
　
た
め
池
の
管
理

に
関
す
る
法
律
が

施
行
さ
れ
て
６
年
、
町
に

は
ど
の
よ
う
な
管
理
が
求

め
ら
れ
、
い
か
に
対
応
し

て
き
た
か
。

町
長
　
管
理
者
の
把

握
と
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
製
、
管
理
者

に
対
す
る
指
導
・
助
言
な

ど
の
役
割
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

問
　
町
の
地
域
防
災

計
画
で
定
め
た

「
老
朽
た
め
池
」
２１
箇
所

の
管
理
と
保
全
を
ど
の
よ

う
に
実
施
し
て
い
る
か
。

町
長
　
３
カ
所
の
た

め
池
に
つ
い
て

変
状
な
ど
を
点
検
し
て
い

る
。

　
管
理
す
る
人
の
高
齢
化

や
減
少
に
よ
り
日
常
の
維

持
管
理
が
適
切
に
行
え
な�

い
事
が
課
題
と
な
って
い
る
。

問
　
管
理
者
が
不
明

な
た
め
池
へ
の
管

理
の
在
り
方
、
管
理
者
へ

の
支
援
と
指
導
を
充
実
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

町
長
　
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
り
、

管
理
者
や
地
域
の
人
に
説

明
し
、
見
え
る
形
で
対
応

す
る
。

問
　
今
年
は
ク
マ
の

餌
と
な
る
木
の
実

が
大
凶
作
と
予
測
さ
れ
、

ど
こ
に
で
も
出
没
す
る
可

能
性
が
あ
る
。
ク
マ
へ
の

十
分
な
警
戒
や
住
民
の
安

全
対
策
が
必
要
で
は
な
い

か
。町

長
　
人
身
被
害
防

止
に
つ
い
て
の

チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
注
意

喚
起
を
実
施
し
て
お
り
、

今
後
も
継
続
し
て
周
知
を

図
っ
て
い
く
。出
没
時
は
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
防
災
無
線
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
の
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

問
　
本
町
に
お
け
る

生
息
数
を
調
査

し
、
把
握
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

町
長
　

 

来
年
度
に

県
で
生
息
数
調

査
が
行
わ
れ
る
予
定
で
、

町
独
自
で
の
調
査
は
考
え

て
い
な
い
。

問
　
緊
急
銃
猟
の
際

に
お
け
る
、
猟
友

会
や
警
察
、
消
防
な
ど
と

の
合
同
訓
練
が
必
要
で
は

な
い
か
。

農
林
振
興

課

長
　
国
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
対
応
す
る
。

問
　
帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
６５
歳

以
上
か
ら
５
歳
ご
と
に
、

７０
歳
、
７５
歳
と
助
成
を
し

て
い
る
。
６５
歳
以
上
な
ら

接
種
の
助
成
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
長
　
令
和
７
年
４

月
よ
り
帯
状
疱

疹
の
発
症
と
重
症
化
予
防

に
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

化
さ
れ
た
。
６０
歳
か
ら
の

人
で
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
障
害
、

６５
歳
か
ら
５
歳
刻
み
の
年

齢
に
生
ワ
ク
チ
ン
１
回

４
千
円
、
不
活
性
ワ
ク
チ

ン
１
回
１
万
円
の
費
用
助

成
し
て
い
る
。

　
現
段
階
で
は
補
助
対
象

年
齢
の
拡
大
は
予
定
し
て

い
な
い
。

問
　
帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
の
不
活
性
ワ

ク
チ
ン
の
方
が
重
い
副
反

応
が
あ
る
が
、
町
の
対
応

策
は
あ
る
か
。

保
健
セ
ン
タ
ー

所

長
　
約
３
割
の

人
に
副
反
応

が
あ
る
が
、
数
日
で
副
反

応
は
な
く
な
る
。
重
い
副

反
応
の
人
に
は
、
予
防
接

種
健
康
被
害
救
済
制
度
を

周
知
し
、
対
応
す
る
。

阿
あ

部
べ

　圭
けい

二
じ

 議員

小
お

埜
の

寺
でら

　享
とおる

 議員

全文はこちらから

全文はこちらから

髙
たか

橋
はし

　伸
しん

二
じ

 議員

真
ま

篭
ごめ

　光
みつ

幸
ゆき

 議員

全文はこちらから

全文はこちらから

収穫間近の圃場
議員の
ひとりごと

令和の米騒動は、農業従事者に
とって大転換期を迎えたように思え
ます。農地維持のためにも速やか
な対応が必要と考えます。

ため池に咲くハス

議員の
ひとりごと

町内に２１カ所ある「防災重点ため
池」、老朽化と農家の減少や高齢
化の中で所有者や管理者が不明の
箇所がある。放ってはおけない！！

県内各地にクマ出没中
議員の
ひとりごと

廃業農家で不用となる農機具を、
新規就農者や担い手へ譲渡を橋
渡しする農機具マッチング事業が
動き出すことになりました。地域
農業の発展を期待します！

議員の
ひとりごと

帯状疱疹ワクチン大変高くて２回
接種の不活性ワクチンは４万円も
する。費用助成で受けられる人を
増やして元気な町民に。

今後の地域農業への対応は
答関係機関との連携で維持に努める

ため池管理法への町の対応は
答管理者の把握等の役割をもつ

65歳以上の方にワクチン接種を
答現段階では対象年齢拡大はしない

クマの被害防止対策は十分か
答出没の状況に応じた対応をとる

※ため池管理法…�農業用ため池の管理及び保全に関する法律。※予防接種健康被害救済制度…�予防接種と健康被害との因果関係が認定され
た人を救済する国の制度である。 1213 ひらいずみ議会だより 第189号 ひらいずみ議会だより 第189号



一　般　質　問

問
　
「
日
本
人
フ
ァ�

ー
ス
ト
」
な
ど
と

言
っ
て
、
事
実
を
ゆ
が
め

て「
外
の
人
を
排
除
」（
排

外
主
義
）
す
る
主
張
が
見

受
け
ら
れ
る
。
世
界
遺
産

の
ま
ち
、
平
泉
だ
か
ら
こ

そ
、
外
国
人
も
含
め
た
共

生
社
会
の
実
現
が
必
要
と

考
え
る
。
町
の
考
え
を
伺

う
。町

長
　
外
国
人
等
に

対
す
る
差
別
や

排
外
主
義
を
助
長
す
る
も

の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
懸
念
し
て
い
る
。
多
文

化
共
生
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
。 

　
本
町
は
、
奥
州
藤
原
氏

が
希
求
し
た
「
平
和
な
理

想
郷
」
が
息
づ
く
世
界
遺

産
の
ま
ち
「
平
泉
」
で
あ

り
、
国
籍
や
民
族
等
の
違

い
に
関
わ
ら
ず
、
共
に
生

き
る
こ
と
を
目
指
す
多
文

化
共
生
社
会
の
実
現
は
、

と
て
も
意
義
深
く
重
要
な

こ
と
で
あ
る
。

写真で見る議会の活動

町政調査会議員研修� 令和７年９月26日

議員の資質向上へ向けて
　議会には細かいルールが存在します。ルールを守りつつ、深い議論を展開していく
ための研修を行いました。

研修内容：議会の発言と質問力の向上
講　　師：岩手県町村議会議長会　米田　武美 氏
　議会活動の根幹は議員の発言によって行われます。今回、
各議員の発言力と質問力の向上を目指した研修が行われまし
た。議会における議員の発言は住民を代表した発言であり、
その発言には大きな責任が伴います。また発言の自由は保障
されていますが、能率的な議会運営と議会の品位保持のため
の、発言におけるルールを改めて詳細に学ぶことができました。
　一般質問については、行政機関との政策論議を通じ、政策
の是正や提言など、行政を動かすことができるように、事実
確認や綿密な事前調査等を十分に行うこと。また、現状認識
と課題認識の共感が行政機関のみならず、町民からも得られ
るよう努めていかなければならないことを改めて認識しまし
た。今後も重責を担っている自覚を持ちつつ、町民の暮らし
の充実に向けて努めてまいります。

町村議長会委員長研修（10月７日）
　常任委員会は、議会を効率的・専門的に行う
ためのものである。古い慣習を抜け出し、地方
自治法に基づいた委員会の役割を学びました。

岩手県への要望活動（８月19日） 知事を囲む懇談会（８月28日）

国土交通省道路局長への要望（７月17日） 国土交通省水管理・国土保全局長への要望（７月17日）

町村議会広報研修（８月28日）
　議会広報に関する研修会が東京で行われ、「町
民に手に取ってもらえる議会だより」について
研修を受けました。

要 望 活 動 −国・県・町一体で−
町の抱える課題について要望活動を行いました

三
さん

枚
まい

山
やま

光
みつ

裕
ひろ

 議員

全文はこちらから
地球上には多くの
民族が暮らしています

議員の
ひとりごと

ウオーキングトレイルの補修の質問。木道の
床が抜けて外国人観光客が落ちたと質問後に
聞いた。もっと早く聞いていれば。

行政機関との深い議論を

外国人含めた共生社会の実現を
答多文化共生社会は重要である

1415 ひらいずみ議会だより 第189号 ひらいずみ議会だより 第189号



総務教民 町民の安心な暮らしへの取り組みを常任委員会
産業建設 さらなる活力ある町づくりを常任委員会
　産業建設常任委員会では、テーマである「社会基盤整備、農業振興策、観光・
産業振興策」について、９月会議のなかで各担当課から取り組み内容の報告調査
を行い、町づくり推進のためより良い施策に繋がるよう協議を行いました。

所属する常任委員会の所管にかかる質疑はとくに「重点的に」と
も考えます。

決算審議も、議員それぞれの「得意分野」だったり、年度でも力点の置き所
は変わってきます。全面的に審議するのは当然だが、一般会計と特別会計、総括質

疑で２日という限られた時間では、容易ではないのも事実です。

常任委員長の
目
線

秋祭りのシーズンです。当地域は今年は大きな災害もなく無事
に実りの秋を迎えました。10月５日の中尊寺通りホコ天まつり・駅前�

きらめきマルシェは子どもからお年寄りまで沢山の町民で賑わいました。�
人口減少の中、祭りの賑わいは嬉しいものです。主催者、スタッフの皆さまお疲れ

様でした。

避難所運営訓練の事後研修を
問 ７月に行われた避難所運営訓練の総括をし、

早期に事後研修を行うべきではないか。

答 ７月中に行う予定でスケジュールを組ん
でいたが、３つの自主防災組織の都合が

つかず延期となっていた。訓練で感じた生の声
を意見集約し、町の考えを整理したうえで、事
後研修の開催をしていきたい。

無
む

蓋
がい

防火水槽の汚
お

泥
でい

浚
しゅん

渫
せ つ

を
問 汚

お
泥
でい
の堆

たい
積
せき
により消火活動に支

障を来していることから、早期
に浚渫をすべきではないか。

答 放射線の影響が懸念されていた
が、サンプル調査によりほぼ影

響がないと判断した。浚渫が必要な防火
水槽を特定したことから、汚泥の処理方
法について検討し、決まりしだい町有地
に廃棄していく。

保育所型の認定こども園へ
問 平泉保育所・幼稚園と長島保育所が�

保育所と幼稚園の両機能を持つこども
園へ移行することになったが、いつから移行
となるのか。また、名称はどうなるのか。

答 令和８年４月からとなる。名称は長島
保育所が長島こども園に、平泉保育所・

幼稚園が二葉きらり園に代わる。

景観条例改定に向けて
問 7月に行われた景観ハウスメーカー説

明会での内容は。また、メーカー側か
らの意見等あったか。

答 住宅建築における申請上の手続き内容
の確認、建築前の発掘ついての内容説

明等を行った。質問意見等は無かった。

魅力ある「道の駅」へ
問 道の駅平泉野菜出荷部会役員会

は、どのような内容の話し合い
を行っているのか。また、出荷物の状況
をどのように受け止めているか。

答 前月の売上げの報告やイベント
などの立案・計画を行っている。

生産者には、多くの協力を頂いている。
今後も、少量多品種となるよう出荷部局
に要望していく。

多彩なイベント会場として
問 町として、初めて平泉スマートインターチェンジ�

駐車場で平泉世界遺産祭2025を開催したが、
開催場所としての感想もしくは反省点などはあるか。

答 開催初日が猛暑とあって、舗装上では来場者の
方々は大変だったと思う。２日目は雨天だった

こともあり安心感はあったが、イベントの開催時期や天候
を考慮しながら、今後も利用できればと思っている。

　少子・高齢化や異常気象、予測できない災害など、町が直面する様々な課題から
町民の安心な暮らしを守るための取り組みとなっているか、当委員会は調査し
提言につなげるよう協議を行いました。

常任委員長の
目
線

真剣に取り組んだ避難所運営訓練
景観ハウスメーカー向けの説明会

利用しやすい施設運営を
道の駅の目的は、ドライバーや旅人の
休憩場所であり、防災機能を持ち合わ
せた地域情報の発信の施設であって、
産直は別物と考えています。ただ、近
隣と比べてしまうと平泉はコンパクト
のイメージ。どのような目的で利用す
るかは各々の見解ではあるものの、立
ち寄った人が喜んで利用し易かったと
言えるような運営をしていただけるよ
う期待しています。

岩
いわ

渕
ぶち

　美
み

喜
き

雄
お

さん
（長島字月舘）

町民町民のの声声

運営訓練の問題点整理を
今までは、各地区図上における訓
練が空想の中で進められてきたが、
今回のように避難所に指定されて
いる平泉小学校体育館で、訓練出
来たことは意義あるものであった。
本部を何処に設置するか、入り口
は狭くないかとか、問題点を整理
し忘れないうちに事後研修を早期
に行ってもらいたい。

熊
くま

谷
がい

　正
まさ

広
ひろ

さん（平泉字倉町）

町民町民のの声声

令和8年度から長島こども園へイベントで活力を

常任委員会活動
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町民の声に耳をかたむけて
栗原市議会広報委員との意見を交換しました

　栗原市議会広報編集調査特別委員会の方々を迎え、
議会広報に係る編集方針・方法等について意見交換
を行いました。意見交換は大変充実したものとなり、
議会だよりを手にとってもらうための取り組みから
始まり、伝わりやすい文章表現、写真の選定など多岐
に渡りました。特に平泉町議会が前年度まで取り組ん
でいた議会だよりモニター制度については、全国の
町村においても事例は少なく、栗原市議会の皆様には
興味深く聞いていただけました。今回の意見交換会
は広報広聴常任委員会としても学びが多く、今後さ
らに町民の皆様に伝わりやすい議会だよりを目指す
ための財産になると考えています。

町
民
の
意
見
を
よ
り
身
近
に

町
民
の
意
見
を
よ
り
身
近
に

議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
、
始
動

　
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
議
会
に
対
す
る
町
民
の
意
見
を
議
会
運
営
に
反
映
さ
せ
る
た
め

の
新
し
い
取
り
組
み
で
す
。
今
回
は
６
名
の
皆
さ
ま
に
議
会
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ま
に
は
議
会
を
傍
聴
し
た
率
直
な
意
見
・
感
想
を
議
会
に
ぶ
つ
け
て
も

ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　昨年度までは「議会だよりモニター」から、議会だよりの�
内容に的確なご指摘をいただいていました。今回の「議会モ
ニター」は議案内容や予算・決算等に対する意見はもちろん、�
議会だよりを読んでの率直な意見等も期待されます。

地
域
の
方
々
が

安
心
し
て
住
む
た
め
に

千ち

葉ば　
繁し
げ
明あ
き
さ
ん
（
平
泉
字
広
滝
）

　
仕
事
の
傍
ら
、
猟
友
会
と
消
防
団
に
所
属

し
、
住
民
の
安
心
安
全
に
努
め
日
々
奮
闘
を

す
る
千
葉
繁
明
さ
ん
。
今
、思
う
事
と
は
…
。

９
月
か
ら
緊
急
銃
猟
制
度
が
施
行
と
な
り
、

平
泉
町
の
緊
急
銃
猟
捕
獲
者
の
１
人
と
な
り

ま
し
た
が
、今
の
思
い
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
町
は
今
、
情
報
収
集
を
し
て
体
制
づ
く
り

を
し
て
い
る
段
階
と
聞
い
て
緊
急
銃
猟
に�

係
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
体
制
が
整
い�

次
第
、
研
修
や
実
地
訓
練
に
積
極
的
に
参
加

す
る
つ
も
り
で
す
。
今
の
ク
マ
は
、
山
に
餌

が
無
い
た
め
所
構
わ
ず
出
没
し
、
特
に
子
グ

マ
の
た
め
、
警
戒
心
が
薄
く
、
人
を
襲
っ
た

り
、
住
居
に
侵
入
し
た
り
し
ま
す
。
今
の
と

こ
ろ
、
平
泉
町
内
で
は
人
的
被
害
が
な
い
こ

と
は
幸
い
で
す
が
、
万
が
一
に
備
え
準
備
は

怠
ら
ず
に
い
ま
す
。

山
に
ク
マ
の
食
べ
物
は
あ
り
ま
す
か
。ま
た
、

出
没
防
止
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
ブ
ナ
の
実
や
ナ
ラ
枯
れ
に
よ
る
ド
ン
グ
リ

不
足
が
深
刻
で
す
。
雑
食
化
し
た
イ
ノ
シ
シ

は
ク
マ
と
同
じ
も
の
を
食
べ
る
た
め
、
ク
マ

の
縄
張
り
が
侵
食
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
ク
マ

が
人
里
ま
で
降
り
て
く
る
の
が
現
状
で
す
。

対
策
を
講
ず
る
な
ら
、
ま
ず
、
餌
と
な
る
木

の
保
全
と
山
の
整
備
が
必
要
で
す
。
次
に
増

え
す
ぎ
た
イ
ノ
シ
シ
対
策
を
す
れ
ば
ク
マ
の

出
没
は
減
少
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

消
防
団
に
も
所
属
し
て
い
ま
す
が
、
日
々
の
活

動
で
何
か
感
じ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
消
防
無
線
が
入
ら
な
い
地
域
も
あ
る
。
携

帯
や
防
災
無
線
頼
り
で
、
出
動
し
よ
う
に
も

場
所
の
特
定
が
し
づ
ら
い
。
地
形
的
に
見
え

に
く
い
と
こ
ろ
は
知
人
に
電
話
し
て
現
地
に

向
か
う
と
い
う
感
じ
で
す
。
被
災
場
所
や�

消
火
栓
、
防
火
水
槽
の
表
示
が
で
き
る
消
防

専
用
ア
プ
リ
を
導
入
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
や
議
会
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
は
。

　
景
観
条
例
を
改
正
し
て
は
ど
う
か
。
家
を

自
由
に
建
て
ら
れ
る
場
所
、
魅
力
あ
る
職
場

の
確
保
が
で
き
れ
ば
、
人
口
流
出
が
防
げ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
物
価
高

騰
が
続
い
て
い
る
の
で
、
子
育
て
世
代
と
し

て
は
給
食
費
が
下
が
っ
て
も
ら
え
れ
ば
助
か

り
ま
す
。

取
材
を
終
え
て

　
町
の
様
々
な
活
動
に
関
わ
っ
て
い
る
千
葉

さ
ん
、
今
回
の
鳥
獣
問
題
を
含
め
、
議
員
目

線
で
は
ま
だ
ま
だ
見
え
て
い
な
い
部
分
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
取
材
を
通
じ
、
改

め
て
町
民
の
声
を
通
じ
た
議
員
活
動
に
努
め

て
い
き
た
い
で
す
。

　議会モニターの皆さん　
千
ち
葉
ば
　和
かず
宏
ひろ
さん、鈴

すず
木
き
　宏
こう
介
すけ
さん、小

お
埜
の
寺
でら
　舞
まい
さん

青
あお
木
き
　麻

ま
衣
い
さん、宮

みや
田
た
沙
さ
也
や
佳
か
さん、千

ち
葉
ば
　義
よし
明
あき
さん

スクールガードも担う千葉さん
興味を持ってもらえる工夫を

シリーズシリーズ
55

町町民民
ののホンネホンネ
　町民ひとりひとりに町への思いがあります。皆さんの考えや
思いを聞いてみました。
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　神
しん
饌
せん
田
でん
の抜

ぬい
穂
ぼ
祭
さい
は令和元年から始ま

り、今年で７年目を迎えました。今年は
佐藤諭

さとし
（権

ごん
宮
ぐう
司
じ
）が斎

さい
主
しゅ
を務め、神事

を執り行いました。刈り取った稲穂は
精米され、感謝の意を込めて毎朝１升
ずつ、富岡八幡宮の神前に献上されます。
残った稲わらはしめ縄の制作に活かさ
れるとのことです。佐藤さんはこれまで
５月の御

お
田
た
植
うえ
祭
さい
にも何度か足を運んで�

おり、今後も神饌田を通じた行事と�
水かけ神

み
輿
こし
を通じて平泉町と交流を深

めていきたいと話していました。

　
９
月
会
議
で
は
、
令
和

６
年
度
決
算
を
審
議
し
ま

し
た
。

　
予
算
が
人
口
減
少
、
獣

被
害
、
物
価
高
騰
な
ど
の

町
の
課
題
解
決
の
た
め
に

有
効
に
使
わ
れ
た
か
、
真

剣
な
質
疑
、
討
論
の
結
果

５
項
目
の
意
見
を
付
し
て

認
定
し
ま
し
た
。

　
来
年
度
は
総
合
計
画
後

期
計
画
策
定
の
年
に
な
り

ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
安

心
な
暮
ら
し
の
た
め
に
、

審
査
意
見
が
来
年
度
予
算

に
十
分
に
生
か
さ
れ
る
よ

江東区・平泉、同じ秋空のもと

議長交際費を公表します議長交際費を公表します
７月分 21,000 円

（副賞代、祝賀会、交流会費など）

８月分 40,000 円
（納涼会、懇談会費など）

９月分   3,000 円
（神饌田抜穂祭ご祝儀）

議会定例会議会定例会
12月会議のお知らせ12月会議のお知らせ

12月４日㈭～11日㈭開催予定
※�本会議はインターネットで生中継しています。
※�傍聴席入口の前にある「傍聴人受付票」
に住所と氏名を記入し、議会を傍聴する
事ができます。ぜひ傍聴にお越しくだ
さい。

※詳細はHPをご覧ください。

う
望
み
ま
す
。升

沢
博
子　

富岡・平泉のつながりを

ひ
ら
い
ず
み
議
会
だ
よ
り
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